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横 田 浩 一* 
 
Rural Society and ‘State’ Discourse:  





In C village, when people refer to central government, officials and communist party, use 
the concept of ‘state’ to criticize opponents or compare the village cadre with own ideal 
image. I describe discourse concerning gambling, senior association and the communist 
party in a rural society, and point out state and government are a framework which is put 
outside the rural society and flexible for any person to express his or her opinion. State and 
central government is a notion which utilized in cases when villagers are led to 
antagonistic rivalry in the village. That is, it means state offer moral norms of social life for 
people without involving any essential content in this framework. In this way, central 
government does not be criticized by village people. ‘State’ discourse is a convenient 
framework to legitimate own opinion with any organizations and individuals in the village. 
In conclusion, I suggest that the discussion of state-society relations should not only 
emphasize the dichotomy between state and society or societies’ resistance to state, but pay 
more attention on the social relation in everyday life. 
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［Duara 1988; Siu 1989; Watson 1985］。この国家―社会関係が中国をめぐる人類学にとって
の重要な問題となってきたことの背景には，宗族や市場，民間信仰組織などを国家と社会との
間の中間的領域として設定し，中国社会においてこれらが果たした社会的機能について人類学



















 以下ではまず I において，国家と社会をめぐる先行研究について検討し，次に II では筆者の
調査村落の歴史と現況について整理する。つづいて III では農村社会の日常生活とその言説に
ついて分析し，彼らの「国家」観を明らかにしていく。IV では，III の記述を基に農村社会の



































策に研究者は注目してきた［Szonyi 1997; 科大衛 1999; 井上 2001; 小島 1991; ロウスキ 











































































II  C 村の歴史と現況 
 筆者が2010年から調査を行っているC村は広東省潮州市饒平県 3)中部のX鎮に位置する 4)。
C 村は X 鎮の地理的・経済的中心であり，X 鎮政府の所在地でもある。2011 年時点で人口は








元光 5)を祖先とする陳氏である。陳元光から数えて 24 代目の子孫が 1270 年に C 村に移住し，
寨を建築しそこに居住し始めたとされている。もう一方は呉姓である。C 村始祖である素朴公
は 1426 年に海南島から C 村へと移住し，6 年後の 1432 年，陳氏の妻を娶り，翌年子どもが生
まれる（継素公）。この継素公が陳姓に改姓することによって，C 村陳氏の歴史が始まったとさ
れる。しかし珠江デルタ地域の他の大規模宗族と比較すると［瀬川 1991; 川口 2013］，彼ら









いて中心的な信仰となっている「C 古廟」である。これは明代の 1546 年に陳氏が中心となり
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建設された。廟内には陳吊王・陳吊花 7)，三山国王等の神像がある。三山国王像は「春祥廟」
が壊された後に，新たに彫像されたものである。C 村における後山古廟から C 古廟へという信
仰の中心の移動から，民間信仰が陳氏を中心に多くの姓が地縁関係を取り結ぶための媒介とな
っていたと推測できる。 
 文化大革命期には C 古廟も破壊を免れず，陳吊王の神像も壊された。神像を荷台に載せて練
り歩く「游神」を 1976 年に再開する時に，神像も再度彫像されることになった。さらに 1989
年には，C 村出身のタイ華僑による約 8 万香港ドルの寄付を得て廟を修復し，1993 年には饒平
県人民政府により「県級文物保護単位」に認定されている。これによって，歴史的・芸術的価
値がある文化財として政府から公認を受けたと言うことができる［ツー 1995: 43］。このよう
な寄付が行われたのは，タイの親類と関係の深い C 村の者がパイプ役を買って出て，C 村を訪
問する手はずを整えたという背景があった。他の潮汕地域村落でも多くの廟が 1990 年までに



































中のインタビューさえままならないほどだったという［Bosco, Liu and West 2009: 32］。 
実際に筆者が調査を実施している広東省潮州市の村落においても，六合彩はポピュラーな娯
楽の一つである 8)。C 村での聞き取りによると，六合彩が C 村に入ってきたのは 2002 年前後
のことであり，他の潮汕地区では 2001 年に六合彩が出現したとの報告があることを考慮に入











香港の主催者による当選ナンバーが発表される夜 8 時半頃になると，多くの人が C の薬局へ
とやって来る。そして，当選ナンバーと，どのような要素が今回のナンバー予想の結果につな
がったのかについて話し合い，C と金の受け渡しを行っている。筆者が観察した限りでは，男
女比は 8 対 2 で，少数ながら女性も賭けに参加していた。観察によると，C が胴元をしている

































































信仰を集めている。旧正月を締めくくる元宵節（旧暦 1 月 15 日）には，この陳吊王を中心に
30 数体の神像が御輿に乗せられ，村中を練り歩く大規模な「游神」という儀礼が開催される。
このような儀礼を組織し，運営の中心となるのが「老人組（laorenzu）」である。 
 老人組は 60 歳以上の男性によって構成されており，このような組織は潮汕地域以外でも見












こで新たに組織されたのが潮汕地域における「老人組」であった［龐 2010; Eng and Lin 2002: 
1274-1275］。特に文化大革命の影響により，儀礼の手順や，どのような順番で神像を担いで村
落内を巡回するのかといった儀礼に関する細かな規定を多くの村民が忘れてしまっている中で，
















C 村における「老人組」の成立は 1986 年である。2011 年 10 月現在，C 村の老人組のメン
バーは 70 代が中心で，11 人の男性から成り立っている。全員が無給で働いており，この活動
を通して金銭を受け取ることはない。すなわち，老人組の成員になるということは村落内の名
誉職に就くという意味合いがある。老人組の会合は定期的に開かれるわけではなく，1 年の内
で大きな年中行事（C 村では旧暦 1 月 15 日の元宵節と旧暦 9 月 9 日の重陽節，それ以外に旧




































3  共産党をめぐる国家言説 
 ここでは農村社会における幹部とそれ以外の村民との対立，融和等を描くことで，理想像と
しての「国家」や「国家」が表出しない場面についても説明したい。ここまでは農村住民の視
                                                          
12) 筆者が観察した 2010 年から 2012 年の元宵節の游神儀礼においては，毎年約 7,000 人民元前後の余剰
金が発生していた。 
13) 潮劇の劇団には計 4 つのグレードがある。そしてそのグレードに従って，一晩ごとの公演料金が設定
されている。 
白山人類学 19 号 2016 年 3 月 
159 
点から「国家」観を検討してきた。では，一方で共産党幹部はどのような国家表象や言説をも

































































                                                          
14) ここでの分家は中国における均分相続としての分家（fenjia）を意味しており，日本のような本家―分
家関係を指しているわけではない。 
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